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出光興産ｸﾞﾙｰﾌﾟとのLPG事業統合の最終合意について 

新社名は「アストモスエネルギー株式会社」 

 

三菱商事と出光興産株式会社（以下「出光興産」）は、本年 3 月、液化石油ガス（以下

「LPG」）事業分野での統合を検討開始し、事業内容の精査を行った結果、本日開催された

当社の定時取締役会にて、分割契約書及び出光興産との合弁事業基本契約書が承認され

ましたので、その内容をご報告致します。当社は以下の通り、LPG 事業部門を会社分割し、

当社の子会社である三菱液化瓦斯株式会社（以下「三液」）に承継の上、三液を存続会社と

して出光興産の１００％子会社である出光ガスアンドライフ株式会社（以下「iGL」）と合併し、

来年 4月 1日付でアストモスエネルギー株式会社（英文商号：Astomos Energy Corporation、

以下「承継会社」）を設立します。 

 

１． 会社分割の目的 

LPG は、わが国では、全国約５千万世帯のうち過半数の世帯が利用する国民生活の基

幹エネルギーのひとつです。また、天然ガスと同様、環境にやさしいクリーンエネルギーで

あると共に、分散型という災害に強い特長を持っており、わが国のエネルギー基本計画

でも、将来にわたって需要拡大を図るべき基幹のエネルギーとして位置付けられておりま

す。 

当社と出光興産は、LPG 事業部門において、輸入・トレーディング、国内物流、販売のす

べての面で統合することにより、事業規模拡大とシナジー効果を最大限に発揮し、充分

な競争力を有する全く新しい会社を創出するという考え方に立って、平成１７年３月１５日

に LPG 事業統合検討開始の基本合意書に調印致しました。現在、事業統合準備委員

会において、統合により期待される効果を実現するための具体的な施策の検討を進め、

統合に向けての最終的な作業を進めております。承継会社は、わが国 LPG 需要の約２

０％の供給を担う、国内最大の LPG 元売となります。 

承継会社は、社会と環境を調和させながら、暮らしの向上へ総合的なエネルギーソリュ

ーションをご提案し、お客様のご期待に応えていくと共に、わが国のエネルギー政策に貢

献してまいります。 
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２． 会社分割の趣旨 

（１） 分割の日程 

分割契約書承認取締役会   平成１７年１２月１６日 

分  割  期  日           平成１８年 ４月 １日（予定） 

分  割  登  記           平成１８年 ４月 ３日（予定） 

 

（２） 分割方式 

１．当社を分割会社とし、三液を承継会社とする吸収分割（分社型簡易分割） 

２．当分割方式を採用した理由 

① 営業を承継会社に包括的に承継させることができ、他方式と比較しその手
続きが容易であること。 

② 税制上の適格要件を満たすことで、事実上簿価による資産の承継が可能
となること。 

 

（３） 株式の割当 

１．株式割当て比率 

① 当社は、現時点において三液株式の 77.36％を保有しているが、分割前に

三液の他株主（東京海上日動火災保険㈱ 持株比率：8.33％、日本郵船㈱ 

同：5.56％、㈱東京三菱銀行 同：4.17％、三菱 UFJ 信託銀行㈱ 同：

3.75％、千代田化工建設㈱ 同：0.83％）から三液株式を取得し三液を１０

０％子会社とする。取得後の当社持株は 72,000 株となる。 

② 三液は、吸収分割に際して当社に１株、さらに iGL との合併に際して出光興

産に 74,940 株をそれぞれ割り当てる。その結果、承継会社への持株比率

は当社４９％、出光興産５１％となる。 

 

２．株式割当比率の算定理由 

当社は出光興産との間で株式割当比率を最終決定するにあたり、当社は株式

会社 KPMG FAS（以下「KPMG」）、出光興産は野村證券株式会社を各々財務

アドバイザーに起用し、KPMG は修正現在価値法及び修正純資産法を総合的

に勘案して、両社グループのLPG事業に関する事業価値評価を行いました。こ

の評価の結果に基づき、出光興産と交渉を行った結果、承継会社への出資比

率は、当社４９％、出光興産５１％とすることで合意しました。 

 

（４） 分割交付金 

分割交付金は支払わない。 

 

（５） 承継会社が承継する権利義務 

分割期日現在の当社の LPG 事業に係る主要な資産・負債及び契約上の権利・義

務、並びに LPG 事業に関連する許認可等のうち、法令上承継可能なもの。 
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（６） 債務履行の見込み 

分割期日以降に、当社及び承継会社が負担すべき債務について履行の見込みが

あると判断している。 

 

（７） 承継会社に新たに就任する役員 

    現時点で就任が決まっている役員は次の通りです。 

代表取締役会長  石黒 俊雄 （三菱商事） 

代表取締役社長  児玉 宣夫 （出光興産） 

 

３． 分割会社の概要（平成１７年 3 月末現在） 

(1) 商号 三菱商事株式会社 

（2） 事業内容 エネルギー、金属、機械、化学品、生活物資等多

種多様な商品の国内・輸出・輸入および外国取引

を行うほか、情報、金融、物流その他各種サービ

スの提供、国内外における事業投資など。

（3） 設立年月日 １９５０年 4 月 1 日 

（4） 本店所在地 東京都 

（5） 代表者 小島 順彦

（6） 資本金 1,267 億円 

（7） 発行済株式総数 1,567,399,508 株 

（8） 株主資本 9,238 億円 

（9） 総資産 5 兆 992 億円 

（10）決算期 3 月 

（11）従業員数 6,001 名 

（12）分割する事業における

主要取引先 

（売上）三菱液化瓦斯、新日本石油、出光興産 

（仕入）出光興産、新日本石油 

（13） 大株主及び持株比率 

 

日本マスター信託口 8.8% 

日本トラスティ信託口 8.5% 

東京海上日動火災保険 5.9% 

（14） 主要取引銀行 東京三菱銀行、みずほｺｰﾎﾟﾚｰﾄ銀行、 

三菱 UFJ 信託銀行 

 

４． 分割する事業の内容 

（１） LPG 事業部門の内容 

LPG の輸入、外国間及び国内販売等 
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（２） LPG 事業部門の平成１７年 3 月期における経営成績   (単位：億円) 

 部門（A） 当社 17 年 3 月期  

実績（B） 

比率（A/B） 

売上高 2,331 99,619 2.3％ 

売上総利益 46 1,977 2.3％ 

 

（３） 譲渡資産、負債の項目および金額（但し、平成１７年 9 月 30 日現在までの試算） 

資  産 負  債 

項目 帳簿価格（億円） 項目 帳簿価格（億円）

流動資産 45 流動負債 4 

固定資産 0 固定負債 0 

投資等 16 社内使用資金 

（出資金相当）

57 

（50） 

合  計 61 合  計 61 

 

（４） 承継会社の概要 

（１） 商号 アストモスエネルギー株式会社 

（２） 事業内容 LPG の輸入、外国間、及び国内販売並びにそれに

付帯する又は関連する一切の業務 

（３） 設立年月日 平成 18 年 4 月１日（予定） 

（４） 本店所在地 東京都千代田区丸の内 1-8-2 第一鉄鋼ﾋﾞﾙﾃﾞｨﾝｸﾞ

（５） 代表者 石黒俊雄、児玉宣夫 

（６） 資本金 100 億円 

（７） 発行済株式総数 146,941 株 

（８） 株主資本 約  200 億円 

（９） 総資産 約 1,500 億円 

（１０）決算期 12 月 

（１１）従業員数 約 350 名 

（１２）主要取引先 （売上）TOKAI、堀川産業、全農、ｴｱ･ｳｫｰﾀｰ、 

北日本物産 

（仕入）ｻｳﾃﾞｨｱﾗﾑｺ、ｱﾌﾞﾀﾞﾋﾞ国営石油会社、 

出光興産 

（１３）大株主及び持株比率 出光興産 51％ 

三菱商事 49％ 

（１４）主要取引銀行 未定 

資本関係  出光興産 51％、三菱商事 49％出資 

人的関係  2 項（7）を参照 

（１５）分割会社との関係 

取引関係  恒常的な販売・仕入等の取引関係は想

定していない 
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（５） 承継会社の社名・ブランドについて 

        「アストモス」は、環境にやさしい LPG や次世代のエネルギーを通じて、「明日を灯

す(点す)、すなわち、未来への希望と、「明日の友」、つまり、人と人とが力を合わせ

て生きる姿勢、そして向上（Ascent）、熱望する（Aspire）、調和・宇宙（Cosmos）など

の意味を込めて命名しました。別紙１を御参照下さい。 

 

    （６） 承継会社の支店・基地配置状況について 

        別紙２を御参照下さい。 

 

（７） 承継会社の組織について 

        別紙３を御参照下さい。 

 

５． 分割後の当社の状況 

（１） 商号               三菱商事株式会社 

（２） 事業内容           総合商社 

（３） 本社所在地         東京都 

（４） 代表者             小島 順彦 

（５） 資本金             本件分割による変動はない。 

（６） 総資産             分割による減少見込み額 ： ６１億円 

（７） 決算期             ３月３１日 

（８） 業績に与える影響 

本件分割後、当社の業績に重大な影響を与える事態は、現在のところ予測されて

いない。 

 

以 上 
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別紙２

アストモスエネルギー㈱の支店・基地配置状況

          苫小牧
（出光興産㈱、
       苫小牧埠頭㈱）

市川（自社）

大井川
（出光興産㈱）

金沢（自社）

門司
（出光興産㈱）

鹿児島（自社）

長崎
（九州液化瓦斯福島基地㈱）

沖縄
（出光興産㈱）

凡例：

冷凍輸入基地

二次基地

支店 ｵﾌｨｽ 北海道支店

東北支店

北陸支店

中部支店

関東第一支店
関東第二支店

関西支店

中国支店

四国支店
九州支店

沖縄ｵﾌｨｽ

岡山ｵﾌｨｽ

自社基地

賃借基地

八戸
（自社及び出光興産㈱）

仙台
（新日本石油精製㈱）

千葉
（出光興産㈱）

愛知
（出光興産㈱）

波方
（三菱商事㈱）

神戸
（三菱商事㈱）

徳山
（出光興産㈱）

根岸
（東京ガス㈱）



アストモスエネルギー㈱ 本・支店組織図アストモスエネルギー㈱ 本・支店組織図 別紙３

会 長

社 長

専 務

保安対策本部・緊急対策本部

コンプライアンス委員会

管理本部 企画本部 供給本部 営業本部

ﾘﾃｰﾙ統括
ｸﾞﾙｰﾌﾟ

総務ｸﾞﾙｰﾌﾟ 人事ｸﾞﾙｰﾌﾟ
経理財務
ｸﾞﾙｰﾌﾟ

情報ｼｽﾃﾑ
ｸﾞﾙｰﾌﾟ

経営企画
ｸﾞﾙｰﾌﾟ

技術ｸﾞﾙｰﾌﾟ 海外ｸﾞﾙｰﾌﾟ 需給ｸﾞﾙｰﾌﾟ 販売ｸﾞﾙｰﾌﾟ
産業ｴﾈﾙｷﾞｰ
ｸﾞﾙｰﾌﾟ

中国支店中部支店
関東

第二支店
関東

第一支店
東北支店北海道支店 北陸支店 関西支店 四国支店 九州支店

岡山ｵﾌｨｽ 沖縄ｵﾌｨｽ


